
第３学年算数科学習指導案 
日 時  平成１６年９月１０日（金） ５校時 
児 童  男１１名 女１１名  計２２名  
指導者  櫻井 養子 

 
１ 単元名  わり算を考えよう（あまりのあるわり算） 
 
２ 単元について 
（１） 本単元の基礎・基本について 
   《基礎》 

○乗法九九を１回適用してできる除法で、あまりのある場合の計算ができる。 
○答えの確かめをすることができる。 

《基本》 
○あまりの数は、除数より小さくなることを理解する。 
○あまりのある場合の除法でも乗法九九を使って答えが求められることを   

理解する。 
 

（２） 教材について 
本単元は、第３学年の算数科の内容「Ａ 数と計算」の（４）の「除法の意

味について理解し、それを用いることができるようにする。」を受けて設定し

ている。 
児童はこれまでに、除法の意味と乗法九九を１回適用してできる除法計算（あ

まりのない場合）について３年生の第３単元で学習している。 
本単元では、その発展として乗法九九を１回適用してできる除法で、あまり

のある場合の計算の意味と計算方法について学習する。そしてあまりのある除

法計算を用いる場合でも、あまりのない除法計算と同様に進んで乗法九九を問

題解決に活用できるようにする。また、３年生で学習する除数と商が１位数の

場合の計算は、第４学年での除法の学習のためにも必要であり、確実に技能を

身につけるようにすることが大切である。答えの確かめ方や、除数とあまりの

関係についてもふれていく。 
 

（３） 児童について 
レディネステストでは、１わり算の答えを見つけるために、何の段の九九を

使えばよいか ２乗法九九を１回適用してできる除法（あまりのない場合） ３

わり算（包含除）の文章題を出題した。１については一人商を書いて間違えた

児童がいた。２については、６４÷８を間違えた児童が４人いた。その中の一

人が、０÷７と１８÷３も間違えていた。かけ算九九を正しく覚えていないた

めである。３については、全員の子ができていた。 
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わりざんの意味や、間違えた点を全体・個別に指導してからこの単元に入っ

た。また、九九の定着については、１００ます計算に取り組んだ。うめること

はできるが時間がかかりすぎる児童や、九九を最初から唱えなければ答えがで

てこない段がある児童もいる。そこで、九九を唱えさせたり、ます計算などを

繰り返し行ったりすることで定着を図っているところである。 
 

（４） 指導にあたって 
      かけ算九九を１回適用してできるあまりのある場合の除法（２位数を１位数

でわる除法）では、わりきれないことに着目させて指導する。また、あまりの

意味を正確に把握させるために、九九を使って答えを求めるだけでなく、おは

じきなどの具体物や半具体物を使用しながら考えさせていきたい。 
わる数とあまりの大きさについては、まだ分けられるのはどちらかという観

点から考えさせる。また、除数が４で、被除数が１２から２０いくつまでのと

きの考察も含めてあまりが１から３までの繰り返しになっていることやあま

りはわる数より小さくなるようにすることを見いださせ、除数とあまりの関係

をまとめていく。 
あまりのある除法の答えの確かめ方については、図と関連づけて（除数）×

（商）＋（あまり）＝（被除数）になる理由を確かめる。その後、あまりのあ

るわり算の計算練習をとおして習熟を図る。あまりを求める際に被除数―除数

と商の積の減法の計算を行うが、この減法に繰り下がりのある場合は、減法の

計算間違いによる誤答も多い。そこで、あまり

を求める際は、右のような筆算形式を用いても

よいことにふれる。 
 あまりのあるわり算を適用し、長いすがいく

つ必要かを求める問題では、あまりの処理の仕

方を考えさせていく。式は３２÷６で答えは５

あまり２となる。しかし、長いすはあまりの２

人が座るためにもう１つ必要で、５＋１＝６。６つ必要となる。題意を十分に

理解させ、図等を活用して商に１を加えた数が答えとなることをおさえさせた

い。 

５２÷９＝５あまり７ 
  ５２ 
 ―４５ 
   ７ 

 
３ 単元の目標 
○ 乗法九九を１回適用してできる除法で、あまりのある場合の計算ができる。除法の

意味について理解し、それを用いることができる。 
 

【関心・意欲・態度】 ・あまりのある除法計算を用いる場合でも、あまりのない除

法計算と同様に進んで日常生活における問題解決に活用

しようとする。 
  【数学的な考え方】  ・既習の除法と関連づけて、あまりのある場合の除法でも乗
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法九九を使って答えが求められることを筋道立てて説明す

る。 
  【表現・処理】      ・あまりのある除法計算ができ、答えの確かめをすることが

できる。 
  【知識・理解】    ・「あまり」の意味、あまりと除数の大小関係、及びあまりの

ある除法計算のしかたを理解する。 
 
４ 教材の関連と発展 
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５ 単元指導計画・評価基準 
  わり算を考えよう  ・あまりのあるわり算  ６時間（本時 ４／６時） 
 ①あまりのあるわり算 
時・型 １（Ａ型） 時・型 ２（Ｂ型） 
達

成

目

標 

・ 乗法九九を１回適用してできる除法で、あまりのある場合の計算方法を理解する。 
 

つ

か

む

１ 前時の想起をする。 
 ・１４÷３の答えを見つけるときも３のだんの

九九を使います。 
・あまりがないとき・・「わりきれる」 
・あまりがあるとき・・「わりきれない」 

２ 問題文を把握する。 
 １４このいちごを、３人で同じ数ずつ

分けると、１人ぶんは何こになって、何

こあまりますか。 
３ 課題をつかむ。 

わりきれない場合の同じ数ずつ分け

て、１人ぶんをもとめるときの計算の仕

方を考えよう。   

つ

か

む 

１ 問題文を把握する。 
 
 
 
２ 課題をつかむ。 
 □に１２、１５、１４を当てはめていく。 

見

通

す

 

４ 解決の見通しを持つ。 
・商の見通し 

  ・方法の見通し 
見

通

す 

３ 解決の見通しを持つ。 
・おはじきを使って   
・図をかいて 
・かけ算九九を使って 

考

え

る

 
 

５ 自力解決をする。 
 ・自分の選んだ方法で自力解決をする。 
○おはじき操作 ○図 ○かけ算 ○絵 

６ 自分の考えを発表し合う。 
７ 解決の方法を話し合う。 
  ・相違点  ・類似点 
８ 学習まとめをする。 
 
 
 
 
 

考 
え

る 
 

４ 自力解決をする。 
・自分の選んだ方法で自力解決をする。 
○おはじき操作 ○図 ○かけ算 ○絵 

５ 自分の考えを発表し合う。 
６ 解決の方法を話し合う。 
 ・相違点  ・類似点 
７ 学習のまとめをする。 

１４÷３の答えを見つけるときも３

のだんの九九を使います。 
あまりがないとき・・「わりきれる」 
あまりがあるとき・・「わりきれない」

   使

う

９ 練習問題を解く。 
１０ 本時を振り返り、自己評価をする。  
１１ 次時の学習を知る。 使

う 
 

８ 練習問題を解く。 
９ 本時を振り返り、自己評価をする。 
１０ 次時の学習を知る。  

  

評

価

規

準 

【関】わりきれない除法計算を、既習のわりきれる場合と結びつけて考えている。 

いちごが □こあります。１人に３こずつ

分けると、何人に分けられますか。 

１４÷３の答えを見つけよう。 

わりきれない場合（同じ数ずつ分けて１

人ぶんを求める）も、１４÷３の答えは３

のだんの九九を使って見つける。 
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 ①あまりのあるわり算  ①あまりのあるわり算 

時・型 ３（Ａ型） 時・型 ４（Ｂ型）本時 

達

成

目

標 

・あまりと除数の大きさの関係を理解する。 達

成

目

標

・あまりのある場合の除法計算について確かめ算の

しかたを理解する。 

つ

か

む 

１ 問題文を把握する。 
 
 
 
２

 

１ 問題文を把握する。 
 色紙が２３まいあります。１人に６まいず

見

通

す 

３

 

考

え

る 
 

４

 
５

６

 

 
７

使

う 
 

８

 

９

１

評

価

規

準 

【

 

 

 １３このあめを、１ふくろに４こずつ入れ
 課題をつかむ。 
つ

か

む

つ分けると、何人に分けられますか。また、

何まいあまりますか。 

 
２ 問題を解いてそれぞれの数値の意味を確認す

る。 
３  課題をつかむ。 

 あまりのあるわり算の答えを計算でたしか

めよう。 

 解決の見通しを持つ。 
・１２÷４、１３÷４、１４÷４、１５÷４、

 １６÷４の計算から。 

見

通

す

 

４ 解決の見通しを持つ。 
  ・教科書の図をもとにして考える。 
  ・確かめる式を提示し、その訳を考える。 
 

 自力解決をする。 
・１７÷４、１８÷４・・・２０÷４まで計算

して、考える。 

 自分の考えを発表し合う。 
 解決の方法を話し合う。 
・相違点  ・類似点 

 学習のまとめをする。 

 
 
 
 
考

え

る

 
 
 
 

５ 自力解決をする。 
 
６ 自分の考えを発表し合う。 
  
７ 学習のまとめをする。 

 

 練習問題を解く。 
・Ｐ６３の①を解く。 
 本時を振り返り、自己評価をする。 
０ 次時の学習を知る。  

 
 
使

う

 

８ 練習問題を解く 
 ・３種類のコースを設定し、自己選択する。 
 
９ 本時を振り返り、自己評価をする。 
 
１０ 次時の学習を知る。 

知】あまりは除数より小さくなることを理解し

ている。 
評

価

規

準

【知】あまりのある除法の答えの確かめ方を理解し

ている。 

ます。何ふくろできて、何こあまりますか。

わる数とあまりの大きさについて考

えよう。 

２３÷６＝３あまり５ 
    ６×３＋５＝２３ 

かけ算にあまりをたして確かめる。  

わり算のあまりは、わる数より小さくな

るようにする。 
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 まとめ  ②あまりのあるもんだい 

時・型 ５（Ｃ型） 時・型 ６（Ａ型） 

達

成

目

標 

・ 学習内容に習熟する。 
・ 学習内容の理解を確認する。 

達

成

目

標

・あまりのとらえ方について理解を深める。 
 

つ

か

む 

１ 本時の課題を把握する。 
 
 
 
 

つ

か

む

１ 問題文を把握する。 
 
 
 
 
 
２ 立式し、答えを求める。 
 
３ 課題をつかむ。 
      

見

通

す

４ 解決の見通しを持つ。 
・図を使って考えさせる。 
 ・必要な長いすの数を求めることをおさえる。 

考

え

る

 

５ 自力解決をする。 
 
６ 自分の考えを発表し合う。 
７ 解決の方法を話し合う。 
  ・相違点  ・類似点 
 
８ 学習のまとめをする。 
 あまりがあるとき、式の答えに１をくわ

えた数が答えになることもある。 

 

使

う 
 
 

２ 練習問題を解く 
・Ｐ６５のれんしゅう①②を解く。 
・Ｐ６５のたしかめ①を解く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 本時を振り返り、自己評価をする。 
 
 
 
 
 
４ 次時の学習を知る。 

使

う

 

９ 練習問題を解く 
 
 
１０ 本時を振り返り、自己評価をする。 
１１ 次時の学習を知る。 

評

価

規

準 

【表】除法計算（九九１回適用、あまりあり）が

でき、それを用いて問題を解決することが

できる。  

評

価

規

準

 

【考】場面をとらえて、商に１を加えた数が答えに

なることを筋道立てて説明できる。 

あまりがあるとき、長いすはいくつひつよ

うか考えよう。

 子どもが３２人います。１つの長いすに６

人ずつすわります。 
長いすはいくついりますか。 

 あまりのあるわり算の練習をしよう。 

 - 6 -



６ 本時の指導 （４／６時） 
（１） 目標 

○あまりのある場合の除法計算について確かめ算のしかたを理解する。 
 

 （２） 基礎・基本  
   《基礎》 
    ・あまりのある除法の答えの確かめをすることができる。 
   《基本》 
    ・あまりのある場合の除法でも、乗法九九を使って答えが求められることを理解

する。 
 
（３） 主な評価規準  

   【知】 あまりのある除法計算をして、その答えの確かめをすることができる。 
 
 （４） 展開 
 
段階 学習活動 支援の視点 評価（方法） 

 
 
 
つ 
か 
む 
 
１０ 
分 

１ 問題文を把握する。 
 色紙が２３まいあります。１人

に６まいずつ分けると、何人に分

けられますか。また、何まいあま

りますか。 
２ 問題を解いてそれぞれの数値の意

味を確認する。 
３  課題をつかむ。 

 あまりのあるわり算の答えを計

算でたしかめよう。 

・前時までに学習した

内容（余りはわる数

より小さくなるよう

にすること・かけ算

の答えはわられる数

に一番近い数になる

こと）を確認する。

 

・乗法九九を使って

正しく計算できた

か。（挙手・ノート）

・２３、６、３、

５の数値の意味を

理解しているか。

（発表・挙手） 

 
見 
通 
す 
５ 
分 

４ 解決の見通しを持つ。 
  ・教科書の図をもとにして考える。

  ・確かめる式を提示し、その訳を

考える。 
 

 

 
 
 
・図をもとに訳を考え

させる。 
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考 
え 
る 
 

１５

分 

５ 自力解決をする。 
 

 
６ 自分の考えを発表し合う。 
   
 
 
７ 学習のまとめをする。 

・つまずいている児童

には、机間巡視をし

てヒントを与える。

・６×３＋５＝２３  

 となることを図と関

連付けて理解させる

ようにする。 

 

使 
う 
 

１５

分 

８ 

 ・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
９ 

 
 
 
１０

 

め

 
 
 
 
 
 

 

２３÷６＝３あまり５ 
   ６×３＋５＝２３ 
かけ算にあまりをたして確か
練習問題を解く 
３種類のコースを設定し、自己選

択する。 

本時を振り返り、自己評価をする。

 次時の学習を知る。 

・３種類すべて閉じた

プリントを配布す

る。その中から自己

決定して選んだもの

を解かせる。終わっ

た児童には残りのプ

リントを解かせる。

・つまずきの多い問題

は全体指導する。 
 
 
 
 
 
 
・ノートに①今日の課

題が解決できたか。

②自分のがんばりや

友達のがんばりにつ

いて記入させる。 

（具体の評価規準）

Ａ あまりのある除

法計算をして、そ

の答えの確かめを

正確に早くするこ

とができる。 
Ｂ あまりのある除

法計算をして、そ

の答えの確かめを

することができ

る。 
Ｃへの手だて 
  図と式を関連さ

せながら考えさせ

る。 

る。          
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（５） 板書計画 
問題            課題          まとめ 

色紙が２３まいありま

す。１人に６まいずつ分

けると、何人に分けられ

ますか。また、何まいあ

まりますか。 

 あまりのあるわり

算の答えを計算でた

しかめよう。 

２３÷６＝３あまり５ 
   ６×３＋５＝２３

かけ算にあまりをた

して確かめる。     

 
 
                                

  式 ２３まい÷６まいずつ＝３人分 あまり５まい 
                                 
 たしかめの式   

           ６ × ３  ＋ ５＝２３ 
                 答え ３人に分けられて５まいあまる。

 
  練習問題 
 

教科書の図 
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